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１．学校の教育目標 

本校は、次の教育理念のもと教育の質の向上ならびに教育環境の充実に努めてまいりました。 

（１）＜極める＞ 

   新たな時代に対応するため、それぞれの専門分野においての技術・知識・資格を極め、 

   地域社会に貢献できる人材を育成する 

（２）＜人間力・生き抜く力＞ 

   基礎的な能力（コミュニケーション力・ビジネスマナー等）を養うとともに、何事にも意欲をもって

自ら学び、創造力を高め、豊かな人間性を育成する 

（３）＜絆の大切さ＞ 

   人としての在り方・生き方について深く学び、対人関係力（他者に対する思いやり）を高め、命の大

切さを熟知し、自分の価値を見出せる人材を育成する 

 

２．重点的目標と取り組み 

 

次の点に重きを置き学校を運営していく。 

１）教育内容の充実 

・企業等と連携した経験的、体験的、実践的学習の展開 

・専門力とともに人間力を高める教育の充実 

・思考力、判断力、コミュニケーション能力を高める教育の充実 

２）学生・保護者の満足度向上 

・学生・保護者・学校の情報共有と連携 

・三者面談（学生・保護者・教員）の有効活用 

・多面的本校理解の推進 

３）高い就職率 

・在り方生き方の就職指導の充実（自己理解と自己表現） 

・「就職実務」の指導内容の充実と方法の改善 

・就職につながる企業実習等の重視 

４）高い検定取得率 

・取得検定の精選と高度化 

・就職指導に関連づけた検定対策 

・検定関係授業の充実と指導方法の改善 

５）安定した入学者数の確保 

・魅力ある教育内容の充実と学校作り 

・入学関係者のニーズに即した広報活動と対応 

６）退学者の防止 

・学習、生活、就職活動等におけるきめ細かい学校支援 

・あらゆる教育場面を通しての、学生理解と速やかな対応 
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３．評価項目の達成及び取組状況 

 

（１）教育理念・目標 

適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１ 

評価項目 
評価 

1 学校の理念・目的・育成人材像は定められているか ４ 

2 学校における職業教育の特色は何か ４ 

3 社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ４ 

4 学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されている

か 

４ 

5 各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられ

ているか 

４ 

（評価の根拠） 

学校理念・人材育成像等は、学生に対し「学生の手引き」や校内オリエンテーションにて周知してい

る。保護者への周知については、適時実施している三者面談時や電話にて学生の学習状況や生活状況等

の報告に加え、各学科の目標などについて話しを理解を得ている。 

また、各学科の教育目標や人材育成像に関しては、就職先・実習先企業等の業界関係者、本校の非常

勤講師の意見を参考に、校内の学習指導部にて協議し、カリキュラム等の編成に反映させている。 

 

 

 

（今後の改善方策） 

今後も社会のニーズ、業界のニーズの把握に努め、それらを柔軟に取り入れていく。 
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（２）学校運営 

適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１ 

評価項目 
評価 

1 目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

2 運営方針に沿った事業計画が策定されているか ４ 

3 運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか 

有効に機能しているか 

４ 

4 人事、給与に関する規定等は整備されているか ４ 

5 教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

6 業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

7 教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ４ 

8 情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ 

（評価の根拠） 

毎年度初めに教務部、事務局でそれぞれ事業計画を策定し運営している。また、運営組織についても有

効に機能しており、規則等の整備もできている。 

教育活動等の情報公開については、ホームページやＳＮＳ等を活用しリアルタイムに情報発信する他、

チラシ等を作成し関係者に配布し公表している。 

業務の効率化について、校内ネットワークを完備し情報の一元化や共有化等に対応している。 

 

 

（今後の改善方策） 

ホームページやＳＮＳで情報を発信することが多くなってきているため、今後も継続的に教職員に対し

情報モラルの徹底を図っていく。 
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（３）教育活動 

適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１ 

評価項目 
評価 

1 教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

2 教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した教育到達レベル

や学習時間の確保は明確にされているか 

４ 

3 学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

4 キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の工夫・開発など

が実践されているか 

４ 

5 関連分野の企業・関連施設等や業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等

が行われているか 

４ 

6 関連分野における実践的な職業教育（産業連携によるインターンシップ、実技・実習等）が

体系的に位置づけられているか 

４ 

7 授業評価の実施・評価体制はあるか ４ 

8 職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 

9 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか ４ 

10 資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４ 

11 人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか ４ 

12 関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 

４ 

13 関連分野における先端的な知識・技能等を習得するための研修や教員の指導力育成など資質

向上のための取組が行われているか 

４ 

14 職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 

（評価の根拠） 

教育目的に沿って教育課程を体系的に編成している。カリキュラムについては、学習指導部を結成し、

関連分野の企業等の意見を取り入れながら、組織的に多人数で多方面から検証している。動物看護師、ペ

ットスペシャリスト学科については、検定協会指定のコアカリキュラムを遵守している。また、全学科で

全教科シラバスを作成し学生に配布することで指導内容・計画を周知している。 

授業評価については、全学生対象に全教科の授業評価アンケートを実施し、結果を教科担当に伝え、授

業運営の参考・改善に活用している。また、教員の資質向上を目的に、専門分野や指導力を強化する教員

研修を計画的に実施している。 

企業等との連携による実習・演習については全学科で実施し、さらに全学科で企業実習を実施すること

で、実践力の修得に役立てている。 

 

（今後の改善方策） 

関連分野における先端的な知識・技術を習得するための研修を行っているが、更なる知識・技術力向上

のために、実施内容の充実を図る。 
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（４）学修成果 

適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１ 

評価項目 
評価 

1 就職率の向上が図られているか ４ 

2 資格取得率の向上が図られているか ４ 

3 退学率の低減が図られているか ２ 

4 卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４ 

5 卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ４ 

（評価の根拠） 

各学科少人数制・担任制を設けることで、きめ細かい指導を心掛け実践している。また、就職指導部・

学習指導部・生活指導部の３つの指導部を設け、定期的に委員会を開催し、意思の疎通を図っている。 

就職については、外部講師を招聘し、講話を実施することで就職意欲の向上につなげている。 

資格取得率に関しては全国平均合格率以上の結果を出すことができている。特にトリマー学科につい

ては、４年連続 JKC トリマーライセンス C 級１００％合格を達成し、全国トリミング大会でも７年連

続最優秀技術賞を受賞するなど優秀な成績を収めることができた。 

なお、全国ドッグトレーニング大会でも団体戦で全国２位、個人戦でも全国３位と全国トップレベル 

の成績を収めることができた。 

退学率については、精神疾患による退学者が多く、今後、精神疾患者への対応が退学防止の鍵になる

と思われる。 

キャリア形成への効果を把握するにあたり、できるかぎり卒業生の就職先へ訪問し状況確認をしてい

る。また、卒業生を招聘し、在校生との座談会を開催し、そこでの意見を参考にしている。 

 

（今後の改善方策） 

就職については、入学時より就職への意識付けを行い、保護者を交え早期に進路についての方向性を

決定し、就職意欲の向上につなげていく。 

退学率の低減のため、精神疾患者への対応が退学防止の鍵になると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

（５）学生支援 

適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１ 

評価項目 
評価 

1 進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

2 学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

3 学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ４ 

4 学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

5 課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ 

6 学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

7 保護者と適切に連携しているか ４ 

8 卒業生への支援体制はあるか ４ 

9 社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ 

10 高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ４ 

（評価の根拠） 

全学科担任制をとっており、学生支援については基本的に担任が対応にあたる。その他学生をあらゆる

方面から支援するため、それぞれの支援分野に分け、学習指導部・生活指導部・就職指導部が組織的に対

応している。 

学生への経済的支援として、学生の実情に応じ奨学生制度や学費分割制度など取り入れ、学生の経済的

負担の軽減をおこなっている。また、就職の際に必要となる自動車運転免許の取得について、安価で取得

できる合宿免許の斡旋を行っている。 

健康管理として年度初めに全学生対象に健康診断を実施している。また日常的な体調不良者対応につい

ては、常備薬を用意し、体調不良者を休ませる保健室を完備している。 

また、コロナ対策として毎日、学生の体調（体温、風邪様症状の有無）チェックをクラス毎に担任が 

行い、手指消毒、黙食、換気も徹底して行った。 

卒業生への支援として、就職面では転職に関する相談や斡旋を行っている。また、資格・検定取得や技

術向上のための勉強会や講習会等の開催を告知し、参加希望者の受け入れを行っている。 

高校等へのキャリア教育については、高校へ出向いて模擬授業を実施している。 

 

 

（今後の改善方策） 

卒業生への支援として再就職の相談・斡旋の他、イベントや研修・講習の実施の際に、卒業生へホーム

ページや、ＳＮＳにて告知しているが、周知徹底がされていないため、卒業生の目に触れる工夫をしてい

く。 
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（６）教育環境 

適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１ 

評価項目 
評価 

1 施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

2 学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制を整備してい

るか 

４ 

3 防災に対する体制は整備されているか ４ 

（評価の根拠） 

教育や学校生活に必要な施設・設備は十分に整備されている。さらに保守管理についても適宜速やか

に対応している。 

インターンシップについては全学科授業で取り入れ、全学生対象に実施している。また、例年 2年次

に海外研修旅行を実施しているが、令和４年度も令和３年度に引き続きコロナ禍のため、国内研修旅行

に変更した。 

防災については、避難マニュアルを作成し、４月に全校生で避難訓練を実施している。 

 

 

（今後の改善方策） 

施設・設備については不足しているものを今後も計画的に補充・整備していく。 
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（７）学生の受入れ募集 

適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１ 

評価項目 
評価 

1 学生募集活動は、適正に行われているか ４ 

2 学生募集活動において、教育成果は伝えられているか ４ 

3 学納金は妥当なものとなっているか ４ 

（評価の根拠） 

学生募集については設置学科や募集要項、パンフレットなど学習内容や広告媒体の詳細なところまで

会議を開いて決定している。また、オープンキャンパスや会場ガイダンス、高校への訪問においては、

就職や資格取得、授業内容など実績を正確に伝えている。 

学納金は、教育内容に沿った設備や人件費、諸経費等を考慮し算出している。 

 

 

（今後の改善方策） 

特になし。 
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（８）財務 

適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１ 

評価項目 
評価 

1 中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

2 予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

3 財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

4 財務情報公開の体制整備はできているか ４ 

（評価の根拠） 

財務については、設立から収入超過のため大きな問題はない。また、予算については在籍数から収入

が算出されるため、学校の規模にそぐわない大きな投資をすることもなく健全に計画されている。 

財務情報はホームページにて公開している。 

 

 

（今後の改善方策） 

特になし。 
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（９）法令等の遵守 

適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１ 

評価項目 
評価 

1 法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

2 個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

3 自己評価の実施と問題点の改善を行っているか ４ 

4 自己評価結果を公開しているか 4 

（評価の根拠） 

法令や専修学校設置基準等の改正等に沿って学校運営している。また個人情報についても細心の注意

を払っている。 

自己評価については、組織化して実施してきた。また、その中で出た問題点については改善に向けて

対応している。結果の公開もホームページ上で実施している。 

 

 

（今後の改善方策） 

特になし。 
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（１０）社会貢献・地域貢献 

適切…４、ほぼ適切…３、やや不適切…２、不適切…１ 

評価項目 
評価 

1 学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 

2 学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ 

3 地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施して

いるか 

３ 

（評価の根拠） 

新型コロナウィルスの影響で、積極的な社会貢献・地域貢献はできなかったが、校舎周辺の清掃活動

等で地域貢献を図った。 

高校生や中学生を対象とした職場体験や研究授業等は、依頼があればコロナ対策を講じたうえで、受

け入れることとしていた。 

学生のボランティアに関しては、産学連携を結んでいる５８ロハスクラブのマルシェイベントにて 

ドッグランの受付や総合受付など、接客を学べるボランティア活動を行った。 

（今後の改善方策） 

地域に対する公開講座・訓練講座については、依頼があれば、コロナ対策を講じた上で積極的に実施

していくが、依頼がないのが現状である。また、公開講座については、卒業生への講座も含めて検討し

ていく。 

ボランティアについても、今後も５８ロハスクラブのマルシェイベント等のボランティア活動を奨励

していく。 

 

（今後の改善方策） 

地域に対する公開講座・訓練講座について、依頼があれば、実施を検討していく。また、公開講座に

ついては、学校祭など集客の期待ができるときに実施可能か検討していく。 

ボランティアについては今後も積極的に奨励していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

 

 

学校関係者評価委員会 議事録 

 

日 時 ： 令和５年６月２１日（水） １３：３０～１４：２０ 

場 所 ： 国際ペット総合専門学校 1001教室 

参加者 ： 学校関係者評価委員 ７名  

      事務局（学校）  １０名 

 

      学校関係者評価委員会の委員名簿 

委員名 協会（会社）名 役職名 種別 

赤澤 暁昌 一般社団法人 全国ペット協会 理事・事務局長 企業等委員 

亀井 眞起 ＧＥＮ’Ｓ ＤＯＧ オーナー 企業等委員 

関口 行広 HyperFlite Japan 代表 企業等委員 

浅井 洋子 うつのみやペットクリニック 院長 企業等委員 

酒井 信幸 株式会社カドック 代表取締役社長 企業等委員 

山﨑 直子 保護者代表  保護者代表 

田川 来未 卒業生代表（令和４年度卒業生）  卒業生代表 

 

議事次第 ： （１）開会 校長挨拶、委員紹介 

       （２）協議 令和４年度自己評価報告・協議 

       （３）閉会 謝辞、事務連絡  

 

指摘事項・意見等 ： 

  委員の方に対し学校関係者評価委員会の目的や規定について説明し、改めてご理解をいただいた。 

  また、令和４年度自己評価について、項目ごとに評価の根拠と改善内容を報告した上で、本校から 

委員の方にご質問をし、各委員の方からご返答やご意見等をいただいた。    

  本校から各委員への質問・各委員からのご返答やご意見は次の通り。 

   

議事結果（自己評価報告・協議） 

〈教育活動について〉 

・インターンシップの適正期間がどのくらいか企業等委員の方よりご意見をいただきたい。 

  赤澤委員：期間も重要だが回数を増やすのも良いのではないか  

  酒井委員：１～２週間が適正ではないか 

  浅井委員：学生の希望期間が適正期間 

  亀井委員：トリミングサロンとしては２週間くらいは実習してほしい 

  関口委員：１週間程度が妥当 

  山崎保護者：保護者としては色々な所に実習に行ってほしい 

  田川卒業生：学生時代３回実習に行った。 
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〈学修支援について〉 

・通信制の学科を有するペットの専門学校があるが、通信制の卒業生を企業として雇用することはあるか 

 ご意見をいただきたい。 

  赤澤委員：通信制では対人のコミュニケーション能力が不足しているのではないかと心配になる 

  酒井委員：コミュニケーション能力が心配 

  浅井委員：雇用は難しいと思う 

  亀井委員：技術がないと思うのでトリミングサロンとして雇用は難しい 

  関口委員：夜間授業の学校もある。犬を飼ったこともないようであれば雇用は難しい 

   

〈学生支援について〉 

・保護者目線でお子さんへの学生支援をどうのうように感じているか、ご意見をいただきたい。 

  山﨑保護者：学年、曜日によって授業終了時間が異なるので、生活リズムが安定しない 

・卒業生代表として学生時代の学生支援をどうのうように感じているか、ご意見をいただきたい。 

  田川卒業生：学校で学んだ技術・知識が職場で活かされている。充実した学校生活を送ることが 

        できた。 

 

〈学生の受入れ募集について〉 

・今後、新設学科を検討する場合、どのような学科が良いと思うか保護者目線でご意見をいただきたい。 

  山﨑保護者：不登校生が増えている現代において、ペットと心理療法を組み合わせたセラピーが学べる 

        学科が良いのではないか。また酪農系も良いのではないかと思う 

 

 

以上   

  

 

 

作成日 令和５年６月２１日 

 


